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磁気共鳴画像装置（MRI）は人体内の水分子の水素原子核（プロトン）の磁気を利用して

画像を作成する装置であり、医療機器としてだけでなく脳の機能・構造の研究に広く用い

られている。近年の計測技術の発展により、MRIを用いることで種に関わらず非侵襲的（生

体を傷つけたり、侵入したりしないこと）に脳を構成する神経ネットワークを調べること

が可能となっている。我々はMRIを用いて可視化した神経ネットワークに機械学習を用いる

ことで、脳を構成する膨大なネットワークから種間の違いを特徴づける要素を推定するこ

とに成功した。本講演ではMRIの動物研究における重要性について紹介し、MRIを用いて明

らかにした人間とマカクサルの神経ネットワークの違いについて論じたい。  
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